
　

大
塚
国
際
美
術
館
は
一
九
九
八
年
三
月
二
一

日
徳
島
県
鳴
門
市
に
開
館
し
ま
し
た
。
大
塚
グ

ル
ー
プ
創
業
の
地
、
鳴
門
へ
恩
返
し
を
し
た
い

と
の
思
い
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
創
立
七
五
周
年
記

念
事
業
と
し
て
設
立
し
た
日
本
最
大
級
の
常
設

展
示
ス
ペ
ー
ス(

延
床
面
積
二
九
，
四
一
二
㎡)

を
有
す
る
「
陶
板
名
画
美
術
館
」
で
す
。
陶
板

名
画
と
は
、
陶
製
の
板
に
原
画
の
写
真
を
忠
実

に
転
写
し
、
細
部
に
至
る
ま
で
幾
度
も
レ
タ
ッ

チ
を
重
ね
、
限
り
な
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
近

づ
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
美
術
陶
板
の
こ
と
で

す
。
館
内
に
は
六
名
の
選
定
委
員
に
よ
っ
て
厳

選
さ
れ
た
古
代
壁
画
か
ら
、
世
界
二
六
ヶ
国

一
九
〇
余
の
美
術
館
が
所
蔵
す
る
現
代
絵
画
ま

で
至
宝
の
西
洋
名
画
一
〇
〇
〇
余
点
を
陶
板
で

原
寸
大
に
再
現
し
、
展
示
し
て
い
ま
す
。
日
本

に
い
な
が
ら
世
界
の
美
術
を
体
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
現
地
さ
な
が
ら
の
迫
力
を
味
わ
え
る
陶
板
名

画
と
三
つ
の
展
示
方
法

　

展
示
は
西
洋
美
術
を
よ
り
深
く
そ
し
て
楽
し

く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
礼
拝
堂
や
聖

堂
な
ど
を
空
間
ご
と
再
現
し
た
「
環
境
展
示
」、

古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
西
洋
美
術
の
変

遷
が
美
術
史
的
に
理
解
で
き
る
「
系
統
展
示
」、

時
代
や
国
を
超
え
て
、
テ
ー
マ
ご
と
に
作
品
を

鑑
賞
で
き
る「
テ
ー
マ
展
示
」の
三
つ
か
ら
成
っ

て
い
ま
す
。

　

ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
の
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の

天
井
画
お
よ
び
壁
画
《
最
後
の
審
判
》
を
再
現

し
た
「
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
ホ
ー
ル
」
は
、
当
館

の
展
示
作
品
の
中
で
も
高
い
人
気
が
あ
り
ま
す
。

複
雑
な
曲
面
で
構
成
さ
れ
た
天
井
画
は
、
陶
板

で
制
作
す
る
こ
と
は
技
術
的
に
至
難
の
業
と
し

て
、
開
館
当
時
に
は
再
現
で
き
ず
に
い
ま
し
た

が
、
開
館
一
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
こ
の
三

次
曲
面
の
再
現
に
取
り
組
み
、
天
井
画
の
完
全

再
現
が
実
現
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
偉
業
を
さ

ら
な
る
迫
力
で
体
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
退
色
劣
化
し
な
い
陶
板
の

特
性
を
活
か
し
、
オ
ラ
ン
ジ
ュ
リ
ー
美
術
館
所

蔵
の
モ
ネ
《
睡
蓮
》
を
屋
外
に
展
示
。「
自
然

光
の
も
と
で
作
品
を
見
て
ほ
し
い
」
と
い
う
画

家
の
願
い
を
叶
え
た
空
間
で
す
。
周
囲
の
池
に

は
、
藤
棚
や
睡
蓮
の
花
が
見
ら
れ
、
名
画
と
と

も
に
四
季
折
々
の
花
も
楽
し
め
る
癒
し
の
空
間

で
す
。

■
Ｐ
ｌ
ａ
ｙ 

Ａ
ｒ
ｔ  

ア
ー
ト
を
遊
び
つ
く
す 

　

当
館
で
は
絵
画
を
様
々
な
切
り
口
か
ら

紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

巻
頭
コ
ラ
ム
・
ア
ー
ト
の
現
場
か
ら
【
大
塚
国
際
美
術
館
】

世
界
の
名
画
に
出
会
え
る
「
陶
板
名
画
美
術
館
」

現地さながらの迫力が味わえる「システィーナ・ホール」

人気のフォトスポット　フラワーアートウォール

【巻頭コラム】山側千紘（やまがわ　ちひろ）
徳島県生まれ。2005年、鳴門教育大学を卒業後、財団
法人大塚美術館財団に勤務。学芸部広報担当係長。

【評論執筆】面谷哲郎（おもや　てつろう）
1940年東京都生まれ。京都大学文学部美学美術史学専
攻を卒業後、筑摩書房に勤務。『古典落語』『江戸時代図誌』
『井伏鱒二全集』ほかの全集、また『日本美術史の巨匠たち』
『油絵初学』『眼鏡絵新考』ほかの単行本を編集。併せて
幼年向け童話の創作、美術評論の執筆などで現在に至る。

二
〇
二
〇
年
度
は
イ
タ
リ
ア
を
テ
ー
マ
に
イ
ベ

ン
ト
を
展
開
。
ミ
ラ
ノ
や
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
あ

る
作
品
を
、
イ
タ
リ
ア
周
遊
さ
な
が
ら
に
巡
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
は
、
約
一
〇
〇
〇
点
の
西

洋
絵
画
が
揃
う
陶
板
名
画
美
術
館
な
ら
で
は
の

企
画
で
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
イ
タ
リ
ア
の

マ
ン
マ
の
台
所
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ア
ー
ト
ラ
ン

チ
を
季
節
替
わ
り
で
提
供
、
カ
フ
ェ
で
は
イ
タ

リ
ア
の
天
才
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の

絵
画
に
ち
な
ん
だ
「
モ
ナ
・
リ
ザ
の
パ
ン
ケ
ー

キ
」
を
考
案
し
ま
し
た
。
ま
た
《
最
後
の
晩
餐
》

を
モ
チ
ー
フ
に
、
地
元
食
材
で
再
現
し
た
「
最

後
の
晩
餐
メ
ニ
ュ
ー
」
も
人
気
の
逸
品
で
す
。

私
自
身
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
傑
作
《
ヴ
ィ
ー

ナ
ス
の
誕
生
》
に
登
場
す
る
バ
ラ
を
使
っ
た
フ

ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
ウ
ォ
ー
ル
を
担
当
。
シ
ー
ズ
ン

ご
と
に
色
の
変
化
を
つ
け
、
バ
ラ
の
香
り
の
演

出
を
加
え
る
工
夫
を
し
、
人
足
絶
え
な
い
フ
ォ

ト
ス
ポ
ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
当

館
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
企
画
す
る
こ
と
で
、

見
る
だ
け
で
は
な
い
鑑
賞

の
楽
し
み
を
ご
提
供
し
て

い
ま
す
。

■
陶
板
名
画
美
術
館
と
し

て
　

当
館
は
二
〇
一
四
年

に
、戦
禍
で
焼
失
し
た
ゴ
ッ

ホ
の
《
ヒ
マ
ワ
リ
》（
通

称
「
芦
屋
の
ヒ
マ
ワ
リ
」）

を
原
寸
大
再
現
、
さ
ら
に

二
〇
一
八
年
に
は
開
館

二
〇
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
花
瓶
の
《
ヒ
マ
ワ
リ
》

全
七
点
を
一
堂
に
鑑
賞
で

き
る
展
示
室
を
新
設
し
ま

し
た
。
失
わ
れ
た
名
画
の

再
現
は
、
初
代
館
長
大
塚

正
士
の
願
い
で
あ
り
、
加

え
て
世
界
に
点
在
す
る
作

品
を
一
堂
に
鑑
賞
で
き
る

空
間
づ
く
り
は
、
陶
板
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
展
示
方

法
で
す
。
さ
ら
に
陶
板
は
二
〇
〇
〇
年
以
上
そ

の
ま
ま
の
色
と
形
で
残
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
の

文
化
財
の
記
録
保
存
の
在
り
方
に
貢
献
す
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

厳
選
さ
れ
た
芸
術
的
、
歴
史
的
価
値
の
高
い

西
洋
絵
画
の
数
々
を
、
日
本
に
居
な
が
ら
に
し

て
鑑
賞
で
き
る
こ
と
は
、
美
術
教
育
の
面
で
も

大
変
意
義
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の

視
野
を
広
げ
る
機
会
に
な
る
よ
う
、
そ
し
て
美

術
へ
の
関
心
が
高
ま
る
機
会
に
な
る
よ
う
、
今

後
も
尽
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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